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平成24年　第２回定例会
６月５日～６月19日

専
決
処
分
事
項
の�…

承
認

▼�

吉
田
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

<

主
な
質
疑>

問　
税
条
例
の
改
正
で

住
宅
用
宅
地
に
対
す

る
課
税
標
準
の
据
え
置
き

が
廃
止
さ
れ
る
。
ど
の
く

ら
い
の
割
合
の
該
当
者
が

い
る
か
。

答　
今
回
の
据
え
置
き

が
廃
止
さ
れ
た
土
地

は
全
体
の
14
・
２
％
で
あ

る
。

問　
平
成
24
年
予
算
へ

の
影
響
は
。

答　
当
初
予
算
上
程
の

時
は
法
改
正
が
見
込

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
約

300
万
円
の
増
収
と
な
る
。

全
議
員
賛
成
で
承
認

▼�

吉
田
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

固
定
資
産
税
と
同
様
に

負
担
調
整
措
置
の
仕
組
み

を
３
年
間
延
長
す
る
。

全
議
員
賛
成
で
承
認

条
例
の
一
部
改
正

▼�

吉
田
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例

　

東
日
本
大
震
災
の
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
税
の
所
得
割

を
賦
課
す
る
場
合
に
お
い

て
、
震
災
特
例
法
に
規
定

す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
特

例
と
な
る
譲
渡
期
限
を
３

年
か
ら
７
年
に
延
長
す
る
。

全
議
員
賛
成
で
可
決

▼�

吉
田
町
印
鑑
条
例
及
び

吉
田
町
手
数
料
条
例

　

平
成
24
年
７
月
９
日
か

ら
住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
同
時
に

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
吉
田

町
印
鑑
条
例
お
よ
び
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正
す
る
。

全
議
員
賛
成
で
可
決

条
例
の
制
定

▼�

吉
田
町
暴
力
団
排
除
条

例
の
制
定

問　
県
条
例
は
29
条
ま

で
あ
る
が
吉
田
町
は

11
条
ま
で
と
な
っ
て
い

る
。
町
独
自
の
条
例
、
条

項
は
あ
る
の
か
。

答　
県
の
「
３
な
い
運

動
」
は
、
暴
力
団
を

恐
れ
な
い
こ
と
、
暴
力
団

に
対
し
資
金
を
提
供
し
な

い
こ
と
、
暴
力
団
を
利
用

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

吉
田
町
は
暴
力
団
と
交

際
し
な
い
こ
と
を
加
え
た

「
４
な
い
運
動
」
を
基
本

と
す
る
。
ま
た
、
青
少
年

に
対
す
る
教
育
の
措
置
と

し
て
、
小
学
校
と
連
携
し

て
必
要
な
教
育
を
行
う
こ

と
を
条
文
に
盛
り
込
ん
で

い
る
。

条
例
の
一
部
抜
粋

　

第
５
条　

町
民
は
、
基

本
理
念
に
の
っ
と
り
、
暴

力
団
の
排
除
の
た
め
の
活

動
に
自
主
的
に
、
か
つ
、

相
互
の
連
携
及
び
協
力
を

図
り
な
が
ら
取
り
組
む

（
Ａ
）
と
と
も
に
、
町
が

実
施
す
る
暴
力
団
の
排
除

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す

る
よ
う
努
め
る
（
Ｂ
）
も

の
と
す
る
。

２　

事
業
者
は
、
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
行

う
事
業
（
事
業
の
準
備
を

含
む
。
以
下
同
じ
）
に
関

し
、
暴
力
団
及
び
暴
力
団

員
等
を
利
す
る
こ
と
と
な

る
こ
れ
ら
の
者
と
の
一
切

の
関
係
を
遮
断
す
る
よ
う

に
努
め
る
（
Ｃ
）
と
と
も

に
、
町
が
実
施
す
る
暴
力

団
の
排
除
に
関
す
る
施
策

に
協
力
す
る
（
Ｄ
）
も
の

と
す
る
。

問　
第
５
条
中
、（
Ａ
）

は
義
務
規
定
で
、（
Ｂ
）

が
努
力
規
定
の
よ
う
に
読

め
る
が
、
町
民
に
暴
力
団

排
除
を
義
務
付
け
る
の
か
。

　
第
２
回
吉
田
町
議
会
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た

議
案
は
、条
例
の
改
正
４
件
、条
例
の
制
定
１
件
、

人
事
案
件
１
件
、
規
約
の
変
更
１
件
の
合
計
７

件
と
吉
田
町
繰
越
明
許
費
計
算
書
の
報
告
１
件

で
し
た
。

みんなでつくろう　安心の街
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答　
（
Ａ
）、（
Ｂ
）、（
Ｃ
）

は
努
力
規
定
で
、（
Ｄ
）

が
義
務
規
定
で
あ
る
。

問　
青
少
年
に
対
す
る

教
育
の
措
置
と
し

て
、
小
学
生
に
ど
の
よ
う

な
教
育
を
計
画
し
て
い
る

の
か
。

答　
町
の
教
育
委
員
会

が
必
要
に
応
じ
て
教

育
す
る
。
ま
た
、
適
切
な

教
育
が
さ
れ
る
よ
う
講
師

派
遣
に
つ
い
て
も
牧
之
原

署
と
連
携
を
図
る
。
高
学

年
を
主
体
に
指
導
を
行
い

た
い
。

問　
公
共
工
事
入
札
へ

の
暴
力
団
の
介
入
を

防
ぐ
た
め
の
誓
約
書
は
あ

る
か
。

答　
暴
力
団
排
除
条
例

が
出
来
れ
ば
、
町
長

と
牧
之
原
警
察
署
長
と
の

間
で
暴
力
団
排
除
に
関
す

る
合
意
書
を
締
結
し
て
情

報
交
換
を
行
う
。

　

町
の
競
争
入
札
に
お
い

て
は
、
暴
力
団
関
係
企
業

で
な
い
こ
と
の
誓
約
に
関

し
、
虚
偽
記
載
が
あ
っ
た

時
は
無
効
と
す
る
。

問　
暴
力
団
排
除
条
例

制
定
後
に
お
け
る
町

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
ど
う
か
。

答　
広
報
よ
し
だ
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
広
報
す
る
と
共
に
、

そ
れ
以
外
で
も
条
例
を
町

民
に
周
知
徹
底
す
る
広
報

活
動
を
検
討
す
る
。

全
議
員
賛
成
で
可
決

人
事
案
件

▼�

吉
田
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

村
松
晴
雄
氏

年
齢
69
歳

問　
選
任
に
あ
た
っ
て

は
納
税
義
務
の
あ
る

者
、
固
定
資
産
の
評
価
に

つ
い
て
学
識
経
験
を
有
す

る
方
か
ら
選
ば
れ
た
村
松

氏
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
。

答　
委
員
の
選
任
は
、

１
点
目
と
し
て
審
査

に
関
す
る
経
験
を
有
し
、

唯
一
こ
の
審
議
の
経
験
を

有
す
る
こ
と
、
２
点
目
と

し
て
地
域
住
民
の
人
望
も

厚
く
、
自
治
会
の
推
薦
も

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

判
断
材
料
に
町
と
し
て
選

任
し
た
。

全
議
員
賛
成
で
同
意

追
加
議
案

▼�

静
岡
県
市
町
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
を
変

更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　
「
共
立
湊
病
院
組
合
」

を
「
一
部
事
務
組
合
下
田

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
る
。

全
議
員
賛
成
で
可
決

平成23年度吉田町繰越明許費繰越計算書
一般会計� （単位：円）

款 項 事　業　名 金　額 翌年度
繰越額

左の財源内訳
既収入
特定財源

未収入
特定財源 一般財源

2
総務費

1
総務管理費 コミュニティ施設

整備事業費
84,393,000 44,055,000

県支出金
28,885,000 15,170,000

6
農林水
産業費

3
水産業費 水産基盤整備事業費 52,000,000 28,416,000

県支出金
20,234,000
分担金
1,570,000
町債
5,900,000

712,000

8
土木費

2
道路橋梁費 西の坪大浜5号線道路

改良事業費
14,600,000 14,600,000

県支出金
3,600,000 11,000,000

8
土木費

3
河川費 大窪川改修事業費 30,000,000 20,089,000

町債
17,600,000 2,489,000

8
土木費

4
都市計画費 土地区画整理事業費 86,010,000 6,151,000 6,151,000

8
土木費

4
都市計画費 公共榛南幹線整備

事業費
101,132,000 10,700,000

国庫支出金
5,830,000
町債
4,200,000

670,000

牧 之 原 警 察 署 全 景
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一般質問

町政を問う
佐　藤　正　司　議員

問　
75
歳
以
上
の
人
に

人
間
ド
ッ
ク
検
診
に

助
成
し
な
い
理
由
は
な
に

か
。答　

75
歳
以
上
の
方
は

す
で
に
何
ら
か
の
疾

病
に
か
か
り
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
る
割
合
が

高
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
助

成
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

問　
近
隣
の
市
町
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　
県
内
35
市
町
の
状

況
は
「
人
間
ド
ッ
ク

の
み
」５
団
体
、「
脳
ド
ッ

ク
の
み
」
１
団
体
、
両
方

は
７
団
体
。
近
隣
市
町
の

助
成
件
数
は
表
の
と
お
り
。

　

助
成
額
は
牧
之
原
市
が

一
律
２
万
円
、
島
田
市
は

島
田
市
民
病
院
の
「
日
帰

り
人
間
ド
ッ
グ
」
の
み
費

用
額
の
７
割
、
焼
津
市
は

税
抜
き
価
格
の
７
割
分
、

藤
枝
市
は
コ
ー
ス
ご
と
限

度
額
の
７
割
以
内
、
川
根

本
町
は
費
用
額
の
７
割
を

助
成
。

問　
町
と
し
て
人
間

ド
ッ
ク
検
診
に
助
成

で
き
な
い
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
、
後

期
高
齢
者
と
な
ら
れ

た
方
か
ら
「
75
歳
か
ら
助

成
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は

何
故
か
」
と
の
問
い
合
わ

せ
が
数
件
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
経
過
か
ら
各
自
治
体

の
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
前
回
の
定
例
会
、

臨
時
会
で
「
吉
田
町
教
育

委
員
会
委
員
に
係
る
人
事

案
件
」
の
審
議
の
中
で
、

具
体
的
に
75
歳
と
い
う
年

齢
を
引
き
合
い
に
出
さ
れ

て
不
同
意
に
さ
れ
た
議
決

結
果
を
重
く
受
け
止
め
ざ

る
を
得
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
75
歳
を
超

え
る
年
齢
に
あ
る
方
を
対

象
と
す
る
施
策
が
、
吉
田

町
議
会
の
意
向
に
沿
う
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
心

暗
鬼
に
陥
っ
て
い
る
。

問　
23
年
度
の
国
保
で

の
人
間
ド
ッ
ク
助
成

者
数
と
助
成
金
額
は
ど
の

く
ら
い
か
。
ま
た
、
75
歳

以
上
の
方
を
助
成
し
た
場

合
何
人
く
ら
い
を
見
込
む

の
か
。

答　
国
保
で
は
248
名
、

535
万
円
が
実
績
。
75

歳
以
上
の
見
込
み
は
他
市

を
参
考
に
す
る
と
、
被
保

険
者
の
１
～
２
％
で
す
か

ら
30
人
か
ら
60
人
が
見
込

ま
れ
る
。

問

答

75歳以上の人にも人間ドック検診の
� 助成はできないか

検討中である

平成23年度人間ドック・脳ドック実施市町
（後期高齢者分）

人間ドック 脳ドック 件数
沼津市 〇
三島市 〇
富士宮市 〇 〇
富士市 〇 〇
島田市 〇 140
焼津市 〇 〇 187
藤枝市 〇 〇 160
川根本町 〇 〇  47
牧之原市 〇 〇 115
御前崎市 〇
掛川市 〇
袋井市 〇
伊豆の国市 〇 〇

＊件数は近隣市町のみ答弁有り
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一般質問

町政を問う
平　野　　　積　議員

町
民
へ
の
情
報
公
開

問　
他
市
町
の
予
算
説

明
書
に
比
べ
、
当
町

の
公
表
内
容
は
充
分
か
。

答　
充
分
か
ど
う
か
は

町
民
の
判
断
で
あ
る
。

町
民
が
欲
す
れ
ば
、
そ
れ

に
答
え
る
。

問　
津
波
避
難
計
画
を

全
戸
配
布
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
理
解
し
た

後
、
説
明
会
を
実
施
し
た

方
が
よ
り
充
実
し
た
意
見

が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
至
れ
り
尽
く
せ
り

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

一
番
だ
と
思
う
が
、
常
に

そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

議
会
へ
の
情
報
公
開

議　
上
程
説
明
で
上
程

議
案
が
最
良
の
策
で

あ
る
と
い
う
町
の
考
え
・

判
断
の
理
由
を
説
明
し
て

欲
し
い
。
例
え
ば
、
教
育

委
員
の
選
任
に
関
し
て

で
あ
れ
ば
、「
町
が
何
を

も
っ
て
人
格
が
高
潔
で
あ

る
と
考
え
た
か
」で
あ
る
。

町　
ど
こ
ま
で
説
明
す

れ
ば
分
か
る
の
か
。

当
局
が
出
す
場
合
、
人
格

が
高
潔
で
あ
る
と
判
断
し

た
か
ら
提
案
し
て
い
る
。

ど
こ
を
も
っ
て
高
潔
で
あ

る
と
か
そ
こ
ま
で
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

議　
必
要
あ
る
と
思
う
。

町　
会
議
録
が
出
れ
ば

わ
か
る
が
、
私
は
議

員
が
言
う
こ
と
は
全
て
述

べ
て
い
る
。
議
員
は
聞
い

て
い
な
か
っ
た
の
か
。

議　
会
議
の
テ
ー
プ
を

聞
い
た
う
え
で
質
問

し
て
い
る
。

＊�「
議
」
は
議
員
の
、｢

町
」

は
当
局
の
発
言
を
表
す
。

問

答

町民とともにPDCAサイクルを回せないか
町独自でPDCAサイクルを回す
通　告　問　答

質　問 答　弁

町　
民　
へ　
の　
情　
報　
公　
開

　予算や決算に関
する町の考えを詳
細に説明する冊子
を配布し、町民
から意見をもら
い、町民とともに
PDCAサイクルを
回せないか

　予算と決算の概要を広報で、財務
４表に係る財務分析をホームページ
で公表している。　行政評価システ
ムとして「吉田町まちづくりステッ
プアップシート」を開発し、PDCA
サイクルに基づいた行政運営を進め
る。公表は、運用する中で考える。

　津波避難計画説
明会に関して
①�目的は達成され
たか
②�町民の意見をど
う活用する
③�不参加の方への
周知は

①�津波防災対策に対する基本的考え
方や方向性を説明し、理解を得た
と考えている。
②�意見を精査し、意見に沿えるよう
な避難施設の整備を進める。
③�広報に掲載するなど、さまざまな
チャンネルを利用し周知を図る。

議
会
へ
の
情
報
公
開

「町および町民の
利益に適っている
か、否か」の議事
のために議会、当
局はどうあるべき

　当局は事業の選択と財源の集中に
より、最小経費で最大の効果を挙げ
る政策・予算を上程している。
　議員は基準要件の適否を踏まえ、
住民の代表として大所高所から議決
権を行使すべき。

ＰＤＣＡ
サイクル

Plan
（計画）

Act
（改善）

Do
（実行）

Check
（評価）
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一般質問

町政を問う
藤　田　和　寿　議員

問　
原
発
停
止
後
、
昨

年
の
電
力
不
足
の
事

態
受
け
、
町
の
節
電
対
応

は
。答　

目
標
値
を
設
け
ず

町
民
に
広
報
や
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
で
節
電
を

呼
び
掛
け
、
各
家
庭
の
自

主
的
協
力
を
お
願
い
し
た
。

問　
主
な
公
共
施
設
の

電
気
使
用
量
の
削
減

実
績
は
。

答　
平
成
22
年
度
に
比

べ
て
設
備
な
ど
で
変

更
が
あ
っ
た
施
設
も
あ
っ

た
が
、
全
体
で
３
・
８
％

削
減
し
た
。

問　
取
り
組
ん
だ
内
容

は
。

答　
庁
舎
内
の
空
調
は
、

「
夏
季
28
度
以
上
、

冬
季
19
度
以
下
設
定
」、

蛍
光
灯
の
間
引
き
、
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
の
デ
マ
ン
ド
監

視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。

問　
今
夏
の
目
標
は
。

答　
中
部
電
力
管
内
で

は
、
５
％
以
上
を
目

安
と
し
て
の
協
力
要
請
が

あ
り
、
昨
年
を
上
回
る
節

電
に
取
り
組
む
。

問　
今
後
の
町
と
し
て

の
考
え
方
と
対
応
は
。

答　
現
在
、
稼
働
し
て

い
る
原
子
力
発
電
所

は
無
く
、
電
力
不
足
と
な

る
地
域
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
経
済
活
動
や
国
民
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
、
ピ
ー
ク
電
力
不
足

や
電
力
コ
ス
ト
上
昇
を
回

避
す
る
た
め
に
も
、
節
電

を
実
施
し
て
い
く
。

問

答

昨年のまちの節電効果は
約４％削減した

節
電
要
請
中
の庁舎

対
策

◦�

庁
舎
南
側
の
窓
側
の

蛍
光
灯
を
天
気
の
良

い
日
は
消
灯
す
る
。

◦�

２
基
あ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
の
１
基
を
休
止
す

る
。

◦�

荷
物
運
搬
な
ど
の
特

別
な
場
合
を
除
き
、

職
員
の
エ
レ
ベ
ー
タ

使
用
を
自
粛
す
る
。

◦�

終
業
時
Ｐ
Ｃ
の
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
。

◦�

終
業
時
一
斉
に
蛍
光

灯
を
消
灯
し
、
残
業

時
は
必
要
最
低
限
の

蛍
光
灯
を
点
灯
す
る
。

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

各浄水場　100.06%

浄化センター　98.48%

小中学校　94.07%

庁舎　90.55%

図書館　94.86%

４保育園　90.37%

総合体育館　93.44%

学習ホール　88.19%

中央公民館　92.3%

平成22年度KWh 平成23年度KWh
削減比

デマンド表示 節電表示

吉田町公共施設の電気使用量削減実績
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一般質問

町政を問う
吉　永　滿　榮　議員

問　
個
人
情
報
が
含
ま

れ
た
公
文
書
の
開
示

の
あ
り
方
は
。

答　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
最
大
限
保
護

す
る
観
点
か
ら
、
原
則
非

開
示
と
し
て
扱
う
。
ま
た
、

開
示
非
開
示
の
決
定
に
関

し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は

「
公
文
書
開
示
審
査
会
」

に
異
議
申
し
立
て
が
で
き

る
。
現
状
は
、
適
正
に
処

理
さ
れ
毎
年
広
報
で
公
表

す
る
。

問　
平
成
７
年
度
か
ら

平
成
10
年
度
当
時
の

勧
奨
退
職
制
度
の
運
用
は
、

任
命
権
者
や
地
位
者
が
恣

意
的
に
行
わ
れ
た
も
の
か
。

答　
当
時
の
制
度
は
任

命
権
者
の
裁
量
権
が

明
確
で
な
く
、
特
定
さ
れ

な
い
裁
量
権
が
発
揮
さ
れ

る
余
地
を
含
み
、
疑
念
が

生
じ
な
い
か
と
考
え
、
権

者
の
裁
量
部
分
を
明
確
に

規
定
し
た
指
針
を
定
め
て

い
る
。

問　
職
員
の
優
遇
退
職

実
施
要
綱
、
運
用
指

針
は
適
正
に
運
用
さ
れ
て

い
る
か
。

答　
基
本
的
な
運
用
は
、

毎
年
３
月
31
日
ま
で

に
50
歳
か
ら
59
歳
に
達
す

る
職
員
が
毎
年
６
月
末
日

ま
で
に
町
長
が
行
う
退
職

の
勧
奨
を
受
け
て
、
当
年

７
月
末
日
ま
で
に
退
職
を

申
し
出
て
、
当
該
年
度
の

３
月
31
日
に
退
職
す
る
流

れ
で
あ
る
。

◆
指
針
で
は

◦�
自
ら
の
非
違
に
よ
る
こ

と
が
原
因
で
退
職
す
る

者
◦�

要
綱
お
よ
び
訓
令
を
遵

守
し
な
い
者

◦�

選
挙
に
立
候
補
し
よ
う

と
し
て
退
職
す
る
者
は
、

優
遇
退
職
制
度
の
適
用

除
外
者
と
す
る
こ
と
を

問答
職
員
の
優
遇
退
職
制
度
に
関
わ
る
環
境
改
善
は

権
者
の
裁
量
部
分
を
規
定
し
た
指
針
を
定
め
た

明
確
に
定
め
、
要
綱
お

よ
び
指
針
に
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
以
外
の
運

用
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、

適
正
な
運
用
が
行
わ
れ

て
い
る
。

問　
公
益
通
報
者
保
護

制
度
の
活
用
状
況
は
。

答　
行
政
機
関
内
部
の

職
員
な
ど
か
ら
の
通

報
が
あ
っ
た
場
合
は
、
通

報
窓
口
の
総
務
課
で
調
査

の
結
果
、
法
令
違
反
な
ど

が
判
明
し
た
時
に
は
、
速

や
か
に
是
正
措
置
、
再
発

防
止
策
を
と
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
者
の

処
分
を
行
う
が
、
当
町
で

は
通
報
の
実
績
は
な
い
。

　

な
お
、
一
般
職
の
地
方

公
務
員
は
、
法
令
で
「
公

益
通
報
」
を
理
由
と
す
る

免
職
そ
の
他
不
利
益
な
取

り
扱
い
の
禁
止
に
関
し
、

規
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
政
治
倫
理
条
例
の

制
定
に
向
け
て
の
考

え
は
。

答　
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
首
長
や
議
員

が
「
政
治
倫
理
」
を
確
立

し
て
政
治
の
不
正
や
腐
敗

を
防
止
し
、
公
平
で
公
正

な
政
治
の
実
現
を
目
指
す

た
め
倫
理
基
準
、
資
産
公

開
の
義
務
な
ど
を
規
定
し

た
条
例
と
受
け
止
め
る
が
、

私
を
始
め
副
町
長
な
ど
の

特
別
職
お
よ
び
職
員
は
、

す
で
に
条
例
、
規
定
な
ど

を
制
定
し
対
応
し
て
い
る
。

●個人情報開示請求内容および処理状況
請求年月日 決定内容 所管

１ 平成23年9月8日 全部開示 町民課
【内容】診断報酬明細書（レセプト）

２ 平成24年2月2日 全部開示 町民課
【内容】診断報酬明細書（レセプト）

３ 平成24年2月9日 全部開示 町民課
【内容】診断報酬明細書（レセプト）

●平成２３年度開示実施状況
区　　　分 公文書 個人情報
開示請求延人数 1人 ３人
実　　人　　数 1人 ３人

請求者
の区分

町内居住者 0人 ３人
町外居住者（任意） 1人

開示請求件数 1件 ３件
開
示
・
非
開
示

決
定
件
数

全部開示 1件 ３件
一部開示 ０件 ０件
非開示 ０件 ０件
不存在 ０件 ０件

不服申立件数 ０件 ０件
＊「広報よしだ」６月号（２０１２）より抜粋

吉
田
町
職
員
優
遇
退
職

制
度
の
利
用
者
数

項目
町長 利用者総数 ４条但し書き適応者

（申し出時期の繰上げ）
５条但し書き適応者
（退職時期の繰上げ）

柳原宏行
（H7.4～H11.4） １４名

２名　　（８月：１名）
　　（翌年３月：１名）

５名　　（４月：２名）
　　　　（６月：２名）
　　（翌年２月：１名）

中村芳樹
（H11.4～H15.4） １２名 な　し な　し

田村典彦
（H15.4～現在） ２７名 な　し な　し

　＊４条但し書き：申し出の期限は７月末日までですが、
　　　　　　　　　「特別な事情」のある場合は8月１日以降に繰下げられる。
　＊５条但し書き：退職の期限は３月３１日までですが、
　　　　　　　　　「特別な事情」のある場合は３月３０日以前に繰上げられる。

7 よしだ議会だより 第66号



一般質問

町政を問う
山　内　　　均　議員

問

答

放射能から命を守るために何が一番必要か
「脱原発」を訴えていくこと

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
爆
発
事
故
は
放
射
能

汚
染
と
い
う
大
災
害
を
も

た
ら
し
た
。
原
子
力
事
故

は
必
ず
起
き
る
こ
と
を
前

提
に
何
を
す
る
べ
き
か
を

私
た
ち
は
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
放
射

能
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、

考
え
、
学
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
る
。

問　
放
射
能
災
害
に
対

し
て
、
町
長
は
何
が

一
番
必
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
か
。

答　
原
子
力
災
害
が
浜

岡
原
子
力
発
電
所
で

発
生
す
れ
ば
、
広
範
囲
に

お
け
る
地
域
社
会
や
経
済

活
動
を
一
瞬
に
し
て
停
止

さ
せ
る
危
険
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
町
民
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
に
考

え
、
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
に
は
、「
脱
原
発
」

を
訴
え
て
い
く
こ
と
が
最

も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。

問　
避
難
に
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物

が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
の
公
共
建
築
物

に
対
す
る
考
え
は
。

答　
国
お
よ
び
県
の
防

災
計
画
の
方
向
性
が

示
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
地

域
防
災
計
画
の
策
定
や
実

施
体
制
の
構
築
を
図
っ
て

い
く
。
現
在
、
県
・
市
町

お
よ
び
関
係
機
関
が
連
携

し
た
「
市
町
原
子
力
防
災

対
策
研
究
会
」
に
お
い
て
、

原
子
力
防
災
に
関
す
る
諸

問
題
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
公
共
建
築
物

を
含
め
、
避
難
に
関
す
る

こ
と
や
屋
内
退
避
に
関
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
も
、

当
町
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

も
の
は
取
り
入
れ
て
い
く
。

問　
市
町
原
子
力
防
災

対
策
研
究
会
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　
静
岡
県
が
主
催
と

な
り
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
の
関

係
、
避
難
、
情
報
伝
達
の

問
題
、
屋
内
退
避
の
関
係

な
ど
を
皆
で
議
論
し
て
、

地
域
防
災
計
画
に
反
映
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る

研
究
会
で
あ
る
。

問　
情
報
伝
達
の
訓
練

や
小
・
中
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
原
子

力
防
災
訓
練
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

答　
訓
練
の
必
要
性
は

あ
る
が
、
県
や
関
連

市
町
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
あ
る
程
度
の
想
定

が
で
き
た
時
に
、
原
子
力

も
加
味
し
訓
練
を
す
る
。

問　
講
演
等
の
企
画
を

す
る
考
え
は
。

答　
原
子
力
防
災
対
策

に
限
ら
ず
、
防
災
知

識
の
向
上
を
図
る
た
め
講

演
会
な
ど
を
検
討
す
る
。

放射能災害を受けた飯館村役場（山内撮影）

吉田町　地震防災ガイドブック
退避と避難は、どんな時に行うのですか

事故による放射性物質の広がり方、事故の状況などから、
周辺の人たちが受ける放射能の量が一定レベルを超え
ると予想されたときに、必要に応じて災害対策本部か
ら屋内退避、コンクリート屋内退避、避難の指示が出
されます。
●コンクリートの建物は木造家屋より放射線は防ぎま
すので、放射能を遮る効果が大きく、外からの放射性
物質が入りにくいので、受ける放射線量の量がいっそ
う少なくなります。

屋内退避・コンクリート屋内退避
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一般質問

町政を問う
八　木　　　栄　議員

問

答

津波避難タワー建設の具体的な実施計画は
「設計・技術検討委員会」を設立し、
� 具体的な設計に入る

問　
本
年
度
予
定
さ
れ

て
い
る
津
波
避
難
タ

ワ
ー
３
基
の
着
工
予
定

は
、
い
つ
ご
ろ
か
。

答　
工
事
着
工
は
本
年

度
秋
こ
ろ
に
な
る
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
仕
様
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
と
吉
田

町
と
の
合
同
に
よ
り
作
成

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
仕
様
に
な
る
か
。

答　
道
路
上
を
利
用
し

た
津
波
避
難
施
設
の

設
計
条
件
及
び
設
計
手
法

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
、

町
お
よ
び
学
識
経
験
者
か

ら
な
る
「
設
計
技
術
検
討

委
員
会
」
を
設
立
し
、
そ

の
中
で
設
計
仕
様
を
決
め

る
。問　

平
成
25
年
、
26
年

の
２
年
間
で
残
り
の

12
基
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
る

と
、
予
算
も
か
な
り
膨
ら

む
し
、
設
置
場
所
に
つ
い

て
も
め
ど
が
つ
い
て
い
な

け
れ
ば
、
短
時
間
で
の
事

業
遂
行
は
難
し
い
と
思
う

が
、
こ
の
３
年
間
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
建
設
に
関
す

る
予
算
と
、
建
設
工
事
と

の
実
施
計
画
を
具
体
的
に

説
明
し
て
欲
し
い
。

答　
本
年
度
に
お
い
て

は
、
３
基
整
備
す
る

た
め
の
予
算
を
計
上
し

た
。
今
後
、
予
算
の
確
保

に
努
め
、
計
画
を
前
倒
し

し
て
、
１
基
で
も
早
く
整

備
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

予
算
に
つ
い
て
は
、
設

基
計
委
託
と
建
設
工
事
費

で
１
基
に
つ
き
約
１
億
５

千
万
円
を
計
上
し
て
い
る

が
、
詳
細
な
設
計
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
実
施
す

る
。

　

ま
た
、
建
設
に
つ
い
て

は
、
自
治
会
や
町
内
会
の

皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問　
非
常
持
ち
出
し
品

と
し
て
い
る
も
の
を

背
負
っ
て
避
難
し
た
場

合
、
１
㎡
当
り
２
名
と
い

う
面
積
で
は
、
窮
屈
に
な

ら
な
い
か
。　
　

答　
今
後
検
討
し
て
い

く
。

問　
検
討
委
員
会
は
い

つ
か
ら
、
何
回
く
ら

い
開
く
の
か

答　
た
だ
い
ま
人
選
を

し
て
い
る
。
７
月
か

ら
３
～
４
回
開
く
予
定
で

あ
る
。

津波避難タワー建設予定地付近（Ｌ地区）－住吉

津波避難タワー建設予定地付近（Ｋ地区）－住吉
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第４回議会報 告会開かれる
平成24年度予算・教育 委員の任命・意見交換　

開
催
日
開
催
場
所

５
月
８
日　

片
岡
会
館

　
　
　
　

参
加
者
15
人

５
月
９
日　

自
彊
館

　
　
　
　

参
加
者
27
人

５
月
17
日
川
尻
会
館

　
　
　
　

参
加
者
19
人

５
月
18
日　

住
吉
会
館

　
　
　
　

参
加
者
24
人

一
般
会
計

片
岡
会
館

問　
津
波
防
災
関
連
事

業
が
9
億
７
千
数

百
万
円
、
そ
の
う
ち
新
規

事
業
が
9
億
４
千
数
百
万

円
そ
の
差
額
は
前
年
度
か

ら
の
継
続
事
業
と
思
う

が
、
そ
の
事
業
は
何
か
。

答　
防
災
行
政
無
線
保

守
点
検
事
業
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

建
設
に
何
カ
年
を
要

す
る
か
。

答　
３
月
議
会
の
質
疑

で
は
、「
出
来
る
限

り
早
く
」
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
町
内

会
の
津
波
避
難
計
画
説
明

会
に
お
け
る
ま
ち
の
説
明

は
、
３
年
間
で
15
基
建
設

と
の
説
明
で
あ
る
。

問　
総
予
算
額
か
ら
、

津
波
防
災
関
連
予
算

を
引
け
ば
、
他
の
予
算
は

前
年
度
よ
り
１
億
数
千
万

円
減
っ
て
い
る
。
減
ら
し

た
こ
と
に
よ
る
支
障
は
な

い
か
。

答　
事
業
が
終
了
、
必

要
が
な
い
事
業
も
あ

り
、
支
障
は
な
い
。

自
彊
館

問　
都
市
計
画
税
と

は
、
何
か
。

答　
都
市
計
画
法
に
基

づ
き
施
行
す
る
事
業

（
道
路
・
公
園
・
区
画
整

理
・
公
共
下
水
道
事
業
な

ど
）す
る
事
業
費
に
、充
て

る
た
め
の
目
的
税
で
あ
る
。

問　
津
波
避
難
タ
ワ
ー

は
北
区
の
ど
こ
に
建

設
す
る
の
か
。

答　
北
区
は
、
浸
水
想

定
区
域
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
建
設
計
画
は
な

い
。問　

町
債
約
11
億
円
は
、

何
の
事
業
に
使
用
さ

れ
る
の
か
。

答　
す
み
れ
保
育
園
建

設
２
億
１
千
７
百
万

円
・
道
路
河
川
整
備
２
億

９
千
万
円
・
避
難
タ
ワ
ー

２
億
３
千
３
百
万
円
・
臨

時
財
政
対
策
債
３
億
５
千

円
な
ど
に
使
用
す
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
基
金
残
高
が

減
っ
て
い
る
。
年
金
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
を
引
か

れ
る
と
生
活
が
大
変
で
、

国
民
健
康
保
険
税
が
上
が

る
と
心
配
で
あ
る
が
。

答　
医
療
費
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
医

療
費
が
上
が
れ
ば
、
そ
の

分
を
賄
う
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
を
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ

も
医
療
費
削
減
を
考
え
る

必
要
を
感
じ
て
い
る
。

川
尻
会
館 

問　
震
災
後
土
地
評
価

が
下
落
し
て
い
る

が
、
固
定
資
産
税
の
減
収

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
前
年
度
よ
り
８
・

７
％
減
収
で
あ
る
。

問　
す
み
れ
保
育
園
建

設
は
い
つ
完
成
す
る

か
。答　

平
成
25
年
度
で
完

成
予
定
。

問　
問
屋
川
の
改
修
工

事
は
。

4

81

男性

性別

女性

0

10

20

30

40

不
明

70
代

60
代

50
代

40
代

30
代

20
代

参加者の年代（人）男女別参加者（人）

1 4 3

12

37

4

24

片岡会館

自彊館
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第４回議会報 告会開かれる
平成24年度予算・教育 委員の任命・意見交換　

答　
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
津
波
防
災
事
業

を
優
先
の
た
め
平
成
24
年

度
は
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ
工
事
に
よ
り
問

屋
川
整
備
を
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。

問　
浜
田
土
地
区
画
整

理
事
業
区
域
の
土
地

価
格
は
下
落
し
て
い
る
か
。

答　
下
落
し
て
い
る
が
、

幹
線
街
路
、
海
岸
防

潮
堤
な
ど
を
整
備
し
て
土

地
価
格
が
下
落
し
な
い
よ

う
に
事
業
計
画
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

住
吉
会
館

問　
榛
原
総
合
病
院
の

現
状
は
。

答　
徳
洲
会
に
指
定
管

理
者
を
お
願
い
し
て

か
ら
は
徐
々
に
経
営
も
安

定
し
て
き
て
い
る
。

問　
原
発
事
故
が
起
き

た
ら
心
配
で
あ
る
。

中
部
電
力
を
呼
ん
で
、
町

民
向
け
の
説
明
会
を
早
急

に
開
催
で
き
な
い
か
。

答　
中
部
電
力
に
常
々

説
明
会
の
開
催
を
働

き
か
け
て
い
る
。

問　
避
難
タ
ワ
ー
に

ソ
ー
ラ
ー
照
明
を
設

置
し
た
ら
と
ど
う
か
。

答　
要
望
は
町
の
避
難

計
画
の
説
明
会
に
お

い
て
要
望
す
る
か
、
防
災

課
に
直
接
お
願
い
し
て
ほ

し
い
。
当
議
会
か
ら
も
町

に
伝
え
て
お
く
。

教
育
委
員
の
任
命 

問　
教
育
長
が
不
在

は
、
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
う
が
。

答　
議
会
が
教
育
委
員

を
任
命
す
る
こ
と
は

法
律
上
出
来
な
い
。
新
し

い
候
補
者
が
議
案
上
程
さ

れ
れ
ば
、
議
会
は
審
議
す

る
。

意
見
交
換

問　
個
々
の
議
員
の
意

見
を
聞
く
場
が
欲
し

い
。
ぜ
ひ
と
も
検
討
し
て

欲
し
い
。

答　
提
案
を
参
考
に
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方

法
が
よ
い
か
検
討
し
て
い

く
。問　

国
民
健
康
保
険
事

業
に
お
い
て
は
人
間

ド
ッ
ク
検
査
料
の
補
助
が

あ
る
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
に
な
い
の
は
何
故

か
。答　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題

点
が
あ
り
、
国
は
制

度
改
革
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
。

問　
避
難
タ
ワ
ー
な
ど

整
備
す
る
の
に
時
間

が
か
か
る
。
ソ
フ
ト
事
業

面
の
対
応
も
必
要
で
な
い

か
。答　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
基
に
ソ
フ
ト
面
を

検
討
し
た
避
難
計
画
が
作

成
さ
れ
る
。

問　
榛
原
総
合
病
院
の

現
状
は
ど
う
か
。

答　
平
成
21
・
22
年
は

危
機
的
状
態
で
あ
っ

た
。
徳
洲
会
が
指
定
管
理

者
と
な
り
、
２
年
が
経
過

し
、
病
院
運
営
は
徐
々
に

改
善
さ
れ
て
い
る
。
今
年

中
に
医
師
１
人
、
看
護
師

12
人
を
増
員
す
る
予
定
で

あ
る
。

アンケート結果
問�１．この議会報告会があることを、何で知りましたか。
①自治会・町内会 ②議員

37 4
③回覧板 ④その他

10 11
問�２．町の予算に関する報告はいかがでしたか。
①よく理解できた ②理解できた

4 46
③理解できなかった ④無回答

6 8
問�３．教育委員会の委員に関する報告はいかがでしたか。
①よく理解できた ②理解できた

3 29
③理解できなかった ④無回答

26 4
問４．意見交換はいかがでしたか。
①よく理解できた ②理解できた

2 29
③理解できなかった ④無回答

16 15

川尻会館

住吉会館
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視
　
察
　
目
　
的

　
「
食
」
に
よ
る
町
お
こ

し
の
成
果
が
顕
著
に
見
ら

れ
る
富
士
宮
市
に
学
び
、

わ
が
吉
田
町
に
お
い
て
も

特
産
品
に
よ
る
町
お
こ
し

を
図
り
産
業
の
活
性
化
、

産
業
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
得

る
こ
と
が
視
察
の
目
的
で

あ
る
。

フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想

　

平
成
16
年
「
食
」
を
活

か
し
た
産
業
振
興
と
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
」

を
当
時
の
市
長
が
提
唱
。

　

当
時
す
で
に
、「
富
士

宮
や
き
そ
ば
」
は
市
民
権

を
得
て
い
た
。

市
民
の
危
機
感

　

同
市
の
中
心
地
商
店
街

は
、
他
地
域
同
様
に
衰
退

ぎ
み
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
で
は
い
け
な
い
」

危
機
感
を
持
っ
た
市
民
が

自
主
的
に
集
ま
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」

を
起
爆
剤
と
し
て
街
の
活

性
化
を
模
索
し
、
企
業
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
化
な
ど
民
間
活
力
に
よ

る
「
富
士
宮
」
ブ
ラ
ン
ド

の
開
発
を
手
が
け
て
き
た
。

　

結
果
、
フ
ー
ド
バ
レ
ー

構
想
に
基
づ
き
フ
ー
ド
バ

レ
ー
推
進
協
議
会
を
市
と

と
も
に
設
立
し
た
。

行
政
の
施
策

◦�

市
の
将
来
像
の
基
本

に
「
食
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
設
定

◦�

工
業
団
地
に
食
品
企

業
を
誘
致

◦�

食
の
ま
ち
フ
ー
ド
バ

レ
ー
推
進
室
の
設
置

◦�「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
「
富
士
宮
市

総
合
計
画
」
の
策
定

◦
６
次
産
業
の
推
進

◦�

知
的
財
産
権
取
得
事

業
補
助
金
制
度
の
策

定
◦�

食
文
化
な
ど
食
に
関

す
る
情
報
の
共
有
化
、

都
市
交
流
の
実
施

◦�「
食
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
済
の
活
性
化

◦�「
地
食
健
身
」
食
育
に

よ
る
健
康
づ
く
り
を

提
唱

◦「
食
卓
の
日
」
の
制
定

◦�

食
育
フ
ェ
ア
な
ど
開

催
◦
大
学
と
の
連
携

質
　
疑

問　
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推

進
室
の
役
割
は
。

答　
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構

想
を
実
現
す
る
た
め
、

「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
具
体
的
な
施
策
を
実

施
す
る
フ
ー
ド
バ
レ
ー
推

進
チ
ー
ム
（
庁
内
組
織
）

の
連
絡
・
調
整
を
行
い
、

食
に
関
し
て
豊
富
な
知
識

を
持
っ
た
「
人
」
や
「
団

体
」
を
結
び
つ
け
る
仲
介

役
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

問　
市
民
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
き
っ

か
け
は
。

答　
自
主
的
に
市
民
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
、
他
地
区
の
焼
き

そ
ば
と
富
士
宮
の
や
き
そ
ば

と
の
違
い
を
発
見
し
「
富
士

宮
や
き
そ
ば
学
会
」
は
出
来
た
。

　

市
職
員
が
個
人
的
に
参

加
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
役
と

な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

問　
知
的
財
産
権
に
つ

い
て
行
政
の
役
割
は
。

答　
知
的
財
産
権
取
得

の
最
初
の
窓
口
と
し

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

る
。問　

行
政
の
資
金
的
な

係
わ
り
は
。

答　
協
議
会
へ
380
万
円

の
補
助
金
の
み
で
あ

る
。

産業建設常任委員会視察報告

� 市民の危機感が産業の活性化へ！
フードバレー構想を学ぶ

フードバレーの推進体制

フードバレー
推進協議会

市
ＮＰＯ大学

企業生産者
市民

フードバレー推進チーム
情報発信部会　食育部会
健康づくり部会　産業振興部会

富士宮市役所視察・研修風景
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富
士
宮
や
き
そ
ば

経
済
効
果
と
波
及
効
果

◦
観
光
客
年
間
60
万
人

◦�

439
億
円
の
経
済
効
果

（
平
成
13
年
～
平
成
21
年
）

◦�

富
士
宮
や
き
そ
ば
の
商

標
使
用
料
⇨
ふ
る
さ
と

寄
附
金

◦�「
富
士
宮
や
き
そ
ば
学

会
」
に
続
き
「
富
士
宮

に
じ
ま
す
学
会
」「
富

士
宮
み
る
く
学
会
」

「
富
士
宮
エ
ネ
ル
ギ
ッ

酒
倶
楽
部
」「
富
士
宮

最
先
豚
学
会
」
が
発
足

し
産
業
振
興
に
寄
与

◆
５
月
21
日　
委
員
会

富
士
宮
市
視
察
の
ま
と
め

○
行
政
サ
イ
ド

◦�

市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
支

援
し
て
い
る
。

◦�

人
と
人
と
を
繋
ぎ
合
わ

せ
て
町
お
こ
し
に
つ
な

げ
て
い
る
。

◦��

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

後
押
し
で
、
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
。

◦�

裏
方
的
な
支
援
が
基
本

と
し
て
い
る
。

◦�

縦
割
り
の
中
に
横
の
連

携
を
持
た
せ
る
推
進
室

の
役
割
は
大
き
い
。

◦�

補
助
金
、
予
算
化
は
極

力
避
け
て
い
る
。

○
市
民
サ
イ
ド

◦�

市
民
は
勝
手
連
的
に
団

体
を
運
営
。

◦�

産
業
振
興
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
者
の
努
力
に

委
ね
て
い
る
。

◦�

自
主
的
に
市
民
が
集
ま

り
中
心
市
街
地
活
性
化

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
て
い
る
。

◦�
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」

を
起
爆
剤
と
し
、
街
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

◦�

お
宮
横
丁
は
、
民
間
業

者
に
よ
る
整
備
・
運
営

で
あ
る
。

吉
田
町
の
産
業�

…

活
性
化
・
振
興
の�

ヒ
ン
ト

☆
課　
題

◦�

町
民
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
産
業
振
興
と
結
び

つ
き
、
活
性
化
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
。

◦�

行
政
が
取
り
組
む
産
業

振
興
策
は
、
町
の
資
源

や
人
を
発
掘
し
、
そ
れ

ら
を
効
果
的
に
繋
ぎ
合

わ
せ
る
な
ど
民
間
事
業

の
裏
方
的
な
施
策
が
で

き
る
か
。

☆
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

◦�

「
う
な
ぎ
」「
し
ら
す
」

「
レ
タ
ス
」
と
い
っ
た

特
産
品
を
全
国
的
に
幅

広
く
広
報
、
Ｐ
Ｒ
し
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
す
る
。

◦�

交
流
人
口
を
増
や
す
た

め
吉
田
町
の
観
光
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
手
掛
け
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
。

◦�

イ
ベ
ン
ト
広
場
と
し
て

小
山
城
周
辺
整
備
を
す

る
。

◦
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

も
の
を
町
民
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
民
間
活
力
を
引

き
出
す
。

◆
６
月
11
日　
委
員
会

　

今
回
の
視
察
を
踏
ま
え
、

産
業
課
か
ら
当
町
に
お
け

る
産
業
の
現
状
説
明
を
受

け
、
当
町
の
産
業
振
興
策

に
つ
い
て
懇
談
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

◦�

吉
田
町
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
。
観
光
資
源
の

模
索
、
小
山
城
売
店
な

ど
の
利
活
用
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
。

吉
田
町
商
工
会
青
年
部
作

製
「
吉
田
ま
き
マ
ッ
プ
」

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
枝
村
和
秋

産業建設常任委員会報告
吉田町の特産品による
産業の活性化・振興のヒントは

富士宮市　お宮横丁
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所
管
事
務
調
査�

�

「
町
と
自
主
防
災
会��

�

の
連
携
」

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災

以
降
、
地
域
に
お
け
る
自

主
防
災
会
の
役
割
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
前
回
の

所
管
事
務
調
査
「
津
波
防

災
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た

他
市
町
と
比
べ
、
吉
田
町

当
局
と
自
主
防
災
会
の
関

係
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に

着
目
し
、
今
回
の
所
管
事

務
調
査
の
テ
ー
マ
を
「
町

と
自
主
防
災
会
の
連
携
」

と
し
た
。
吉
田
町
に
お
け

る
自
主
防
災
会
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
そ
の
た
め
に

町
は
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど

を
町
お
よ
び
各
自
主
防
災

会
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
探
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

◆
６
月
８
日　
委
員
会

　

理
事
お
よ
び
防
災
課
か

ら
町
の
自
主
防
災
会
に
関

す
る
考
え
を
聞
い
た
。

問　
町
の
自
主
防
災
会

育
成
の
基
本
方
針
は
。

答　
防
災
指
導
員
を
育

て
て
行
き
た
い
が
、

町
と
し
て
は
自
主
防
災
会

へ
の
お
願
い
し
か
で
き
な

い
の
で
思
っ
た
よ
う
に
は

進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

防
災
に
関
す
る
講
座
な
ど

も
紹
介
し
て
い
る
。
加
え

て
、
自
主
防
災
会
ど
う
し

の
横
の
連
携
を
強
め
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。問　

地
域
防
災
指
導
員

は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
重
点
に
し
て
い
る
か
、

町
内
に
は
何
人
い
る
か
。

答　
現
在
、
住
吉
、
川

尻
、
北
区
に
１
人
づ

つ
３
人
い
る
。
役
割
は
地

域
訓
練
の
時
の
指
導
で
あ

る
。

問　
他
市
で
は
地
域
防

災
指
導
員
に
自
ら
手

を
上
げ
て
や
る
が
、
吉
田

町
に
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
行
政
側
の
周
知
が

足
り
な
い
こ
と
と
地

域
性
が
あ
る
と
思
う
。

問　
各
自
主
防
災
会
の

課
題
は
何
で
あ
る
か

町
は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

答　
ま
だ
把
握
で
き
て

い
な
い
。
町
は
自
主

防
災
会
に
出
向
い
て
早
く

把
握
し
、
手
を
打
っ
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
委
員
会
の
調
査
結

果
も
参
考
に
し
た
い
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　
佐
藤
正
司

現
状
の
課
題

１
．
議
会
と
町
民
の
関
係

町
民
参
加
の
シ
ス
テ
ム

◦�

町
民
に
対
し
て
報
告
や

説
明
が
不
十
分
だ
っ
た
。

◦�

結
果
の
報
告
が
多
く
取

組
過
程
が
見
え
な
い
。

◦�

町
民
の
声
を
聴
く
方
法

が
確
立
し
て
い
な
い
。

２
．
議
会
と
議
員
の
関
係

機
能
と
役
割
の
認
識
不
足

◦�

議
員
活
動
と
議
会
活
動

と
相
互
反
映
が
な
か
っ
た
。

◦�

資
質
向
上
な
ど
が
各
議

員
任
せ
で
あ
っ
た
。

◦�

議
会
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
て
な
か
っ
た
。

◦
議
員
間
討
議
が
少
な
い
。

３
．
議
会
と
行
政
の
関
係

掘
り
下
げ
た
議
論
不
足

◦
課
題
追
及
不
足
。

◦
政
策
提
案
不
足
。

◦�

議
案
説
明
に
つ
い
て
、

見
解
の
相
違
が
あ
る
。

◦
質
疑
が
噛
み
合
わ
な
い
。

町
民
の
皆
様
に
約
束

１
．
議
会
と
町
民
の
関
係

議
会
と
町
民
の
相
互
理
解

を
深
め
町
民
参
加
を
図
る

◦�

議
会
報
告
会
や
議
会
広

報
で
説
明
責
任
を
果
た

す
。

◦�

議
事
内
容
を
プ
ロ
セ
ス

か
ら
、
十
分
に
報
告
す

る
。

◦�

出
前
会
議
な
ど
で
意
見

交
換
す
る
。

◦�

議
会
の
使
命
と
責
任
を

果
た
し
、
町
民
の
意
見

の
反
映
に
努
め
る
。

２
．
議
会
と
議
員
の
関
係

機
能
と
役
割
を
認
識
し
活

動
を
促
進
す
る

◦�

情
報
を
共
有
化
し
議
会

活
動
に
反
映
す
る
。

◦�

資
質
向
上
を
議
会
と
議

員
で
取
り
組
む
。

◦�

議
会
機
能
を
充
実
し
、

更
に
改
革
を
推
進
す
る
。

◦�

自
由
討
議
を
積
極
的
に

行
い
、
本
質
を
見
出
す
。

３
．
議
会
と
行
政
の
関
係

議
案
ご
と
に
是
々
非
々
の

議
論
を
深
め
る

◦�

課
題
の
本
質
を
見
極
め

前
向
き
な
議
論
を
行
う
。

◦�

政
策
提
案
を
行
い
、
議

事
の
活
性
化
を
図
る
。

◦�

相
互
協
議
を
行
い
円
滑

な
議
事
を
行
う
。

◦�

論
点
争
点
を
明
確
化
し
、

町
民
の
理
解
を
深
め
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長　
藤
田
和
寿

議

会

改

革

特
別
委
員
会

総

務

文

教

常
任
委
員
会

議
会
が
考
え
る

現
状
の
課
題
と

目
指
す
姿

吉
田
町
議
会

基
本
条
例

開かれた
議会の実現

議会改革

実行
目
指
す
姿

津波避難計画地区説明会
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ち
い
さ
な
理
科
館
の
理
念

整
備
の
趣
旨
と
目
的

　
『
理
科
離
れ
』
は
な
ぜ

起
き
た
の
か
。

　

科
学
技
術
の
発
達
に
よ

り
、
現
代
の
子
ど
も
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
器
に

頼
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
答
え
を
ゆ
だ
ね
、
物
事

を
自
分
の
頭
や
目
や
耳
で

判
断
せ
ず
『
自
然
』
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
ち
い
さ
な
理
科
館
」

の
役
割
は
、
子
ど
も
た
ち

に
自
然
と
接
す
る
機
会
を

提
供
し
、
実
験
や
観
察
を

通
し
て
、
本
来
持
っ
て
い

る
「
感
性
」
や
「
能
力
」

を
再
び
取
り
戻
す
環
境
を

作
り
出
す
こ
と
に
あ
る
。

運
営
と
活
動

ス
タ
ッ
フ

◦�

職
員
８
人
・
臨
時
職
員

２
人
お
よ
び
外
部
講
師

募
集

◦�

平
成
23
年
途
中
か
ら
小

学
生
以
下

◦�

希
望
者
の
先
着
順
10
人

程
度

　
　
　
　
　
活
動

◦�

講
座
担
当

第
３
日
曜

日
は
ス

タ
ッ
フ

　

�
第
２
・
第

４
日
曜
日

は
外
部
講

師
。

取
材
日
時

　

こ
の
取
材

は
、
７
月
15

日
の
ち
い
さ

な
理
科
館
で

の
実
験
後
、

ス
タ
ッ
フ
３

人
と
行
っ
た
。

利
用
状
況

　

平
成
22
年
度
の
講
座
数

66
、
参
加
者
561
人
、
平
成

23
年
度
の
講
座
数
73
、
参

加
者
は
621
人
。

目
的
と
工
夫

◦�

子
ど
も
た
ち
に『
感
性
』

を
持
た
せ
る
た
め
、
日

常
生
活
の
中
に
あ
る
も

の
に
『
科
学
』
の
視
点

を
当
て
、
父
兄
の
力
と

協
力
を
取
り
入
れ
、
楽

し
く
学
ぶ
工
夫
を
し
て

い
る
。

◦�

好
奇
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、『
な
ぜ
』
を
考
え

る
感
情
を
持
っ
て
も
ら

う
工
夫
を
し
て
い
る
。

◦�

地
域
産
業
を
学
ぶ
こ
と

を
取
り
入
れ
た
い
。

今
後
の
展
望

◦�

子
ど
も
た
ち
に
実
験
の

課
題
を
適
切
に
伝
え
、

家
庭
で
の
親
子
の
話
題

づ
く
り
に
理
科
館
の
実

験
が
役
立
つ
よ
う
に
す
る
。

◦�

父
兄
に
対
す
る
教
育
や
、

学
校
そ
の
他
の
教
育
機

関
と
の
連
携
、
地
域
の

企
業
と
の
連
携
を
強
め

て
い
く
。

◦�

多
く
の
町
民
参
加
と
知

識
の
幅
を
広
げ
、
町
全

体
が
、
理
科
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ル
ポ
担
当　
吉
永
滿
榮

山
内　
均

政策追跡ルポ

まちの夢・ちいさな理科館は今
小さな科学者を求めて

Ｈ23年度 来館者集計表（Ｈ23年４月～Ｈ24年３月）
月 講座参加者数 回数 一般来場者数 計
4 62 9 480 542
5 106 9 491 597
6 83 8 551 634
7 74 10 596 670
8 0 923 923
9 17 3 590 607
10 47 5 370 417
11 47 6 629 676
12 65 6 448 513
1 54 7 454 508
2 31 5 369 400
3 35 5 619 654
合計 621 73 6,520 7,141

Ｈ22年度 来館者集計表
月 講座参加者数 一般来場者数 計
8 95 1,092 1,187
9 60 699 759
10 62 679 741
11 74 784 858
12 91 429 520
1 81 456 537
2 54 402 456
3 44 468 512
合計 561 5,009 5,570

ペットボトルを使った圧力実験
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と
あ

き
が

まちの話題

議会を傍聴してみませんか？

議会の話題

第２回定例会の傍聴者数は延べ47人でした。
ぜひ、傍聴におでかけ下さい。

☎
３
３
―
２
１
４
１

次
の
第
３
回
定
例
会
の
予
定
で
す
。

９
月
3
日（
月
）　　
本
会
議

９
月
6
日（
木
）　　
連
合
審
査
会

９
月
10
日（
月
）　　

９
月
12
日（
水
）　　
委
員
会

９
月
18
日（
火
）　　

９
月
19
日（
水
）　　
一
般
質
問

９
月
20
日（
木
）　　

９
月
21
日（
金
）　　
全
員
協
議
会

９
月
24
日（
月
）　　
本
会
議

希
望
者
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

　

私
が
心
掛
け
て
い
る
お

釈
迦
様
の
言
葉
を
紹
介
し

ま
す
。「
謙
虚
な
気
持
ち

で
相
手
と
向
か
い
合
い
な

さ
い
。
相
手
は
心
開
き
、

真
実
を
話
し
ま
す
。」我
々

は
町
民
の
皆
さ
ん
に
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
編

集
し
て
い
ま
す
。
本
会
議

は
忠
実
に
、
委
員
会
報
告

は
何
を
考
え
、
何
を
目
指

し
て
い
る
か
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り

な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
く
だ
さ
い
。
よ
り

良
き
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
ま
す
。
お
近
く
の
議
員

に
、
事
務
局
へ
直
接
で
も

結
構
で
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｈ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
吉
永　

滿
榮

副
委
員
長
　
河
原
崎
曻
司

委
　
　
員
　
増
田　

剛
士

�

杉
本　

幸
正

�

山
内　
　

均

�

平
野　
　

積

�

三
輪　

正
邦

学校近くの水田で泥だらけになりながら
田植えの指導を受ける児童　（中央小）　

夏の交通安全立哨（国道150号役場前）

} } }

授業の一環で議場を探検する中央小２年生。
議員がこの場所での仕事を直接伝授した。

（６月15日）

よしだ議会だより 第66号 16議会だよりは再生紙を使用しています。


